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はじめに，地域産業構造研究の視点
. [t) 
1. 将来の好ましい産業構造とはいかなるものであるかを理論的に整理
するとすれば，生産要素の最も効率的な配分(最適資源配分〉と，その結
果としての望ましい産業構造(最適産業構造〉の策定が，いわゆる経済計
画の中心的支柱となるものでなけれぽならない。しかしながら地域におけ
る望ましい産業構造政策を考える時，ナショナルレベルの最適解とコミュ
ニテイレベルの最適解とは必ずしも一致しない経験的事実を多くもってい
るO それらの目標は両者の平均解として存在していた。従って，過去の多
数の地域経済，社会計画が用いていたように国全体の成長率を各地域が日
注) I好ましい……」という場合，価値判断の範轄に属するが，ここでは安定的で持
続性のあるものとしてとらえる.
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標とすることは何らの論理上のつながりは存在しなし、。しかも，地域はそ
の地域の経済全体の動きを大きく支配するいくつかの少数の業種一企業に
依存している場合が多く，個々の業種別の{固有解を論じることなしに地域
の産業構造を論ずることは意味がなL、。
2. このような個有解について議論をする時，国全体のマクロレベルで
の検討を行う場合のような全体趨勢延長方式は使えなし、。そこで数少ない
産業部門の安定成長を可能にし，又具体的に如何なる産業をその地域に育
てうるかの個別の検討の上に積み上げられた議論が必要であろう O 即ち，
成長する論理でなく，如何にして成長させるか，あるいは，現状を維持さ
せるか，さらに，新しい産業の芽を見出すかの論議が必要で、ある O
3. より長い時間尺度の導入の必要性。
これからの産業を考える時，相対的に低成長の経済環境のもとでは，産
業育成の為の基盤投資の回収期間は必然、的に長くなる O 従来のように多額
の基盤投資が数年を待たすYこ一挙に回収されるような事態は期待し難1.、。
このような状況の変化のもとでは，より長い時間の尺度をもとにして，個
別の産業業種の盛衰を見通し評価していく必要がある O この場合，当該業
種が長期的に安定して成長を維持してくれることが基本的に重要な条件と
なるはずである O
4. 各種地域計画の上位計画としての産業一経済計画の計画年限の問
題。県の各種のインフラに関する計画は，通常完成迄の期間のみを考えて
いるが，実際にそれを維持活用して行くライフを考えると 30~40年は優に
検討の期間に入る 3 例えば交通計画で道路，空港，港湾，地下鉄等々の建
設を考える時，これらは30年~40年先の地域に対する制約となってくる C
しかしながら，これらのインフラを長期にわたって維持して行く為の産業
一経済に関しては，たかだか10年程度の見通ししか語られておらず，本当
にそれだけの長い期間にわたって必要とする経済的茎盤を維持発展しうる
のかどうかという安施計両に実づ、げられた地道で、円台IJな論議が行われてい
ない。これら各種の計画の基盤となる産業一一経済計画に関しては，という
よりも他の計画に先んじて如何にしてそれを維持，発展させ得るか，具体
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的な実行計画そのものが立てられて然るべきである O
5. ニーズ (Needs)の展開 次章で考察するO
以上の各視点から長期の史的分析を通しての産業のライフサイクル分析
を導入して，個々の産業の再生産構造迄おりて，産業構造を分析し，長期
的に将来にわたって如何にして安定した産業構造を形成して行くか，又，
その地域の Needsの最大限の充足を可能にして行くかその解を得る，そ
のようなアプローヂが地域の産業構造研究においては検討される必要があ
るO この研究はそのデッサンでもある O
第 1章 地域産業構造検討のためのフレーム・ワーク
従来，ナショナルレベルでの産業政策及び産業構造論は盛んに展開され
てきた。注〕またそれなりに効果をあげてきたと言われている O そしてこれ
らは，高度経済成長を達成するというナショナルゴールのための諸手段の
一つであったο しかし，現実の経済活動が明らかにしたように，国民の所
得は向上したものの，地域住民の生活環境は著しい変動を受け，公害，過
疎・過密等の問題が全国津々浦々に発生する原因になったことも事実であ
るD これは，地域開発というナショナルゴール達成の手段が有効に働き得
なかったということにもなるが，むしろ，その考え方に問題があったとい
うべきであろう O というのは，ゴールの主体は国民で、あるのだが，これら
国民は地域の住民であり，そこには地域の特殊性が存在するD そこで，経
済成長あるいは地域開発というナショナルゴールに対して，一方では地域
住民としてのコミュニティゴールという別体系ゴールを認識しなければな
らなし、。この関係を十分に把握しきれなかったところに問題があったと思
われる。
つまり，ナショナノレゴールとコミュニティゴールの非同義性と非斉合性
を認識し，綿密に点検しそのギャッブの調整に努力する必要がある O この
ためには先ず，日本経済全体の流れのなかで，地域産業構造が，長期的に
注)特定業種について…石油業法(1962)，機械工業振興臨時措置法 (1956)電子工
業臨時措置法 (1957)，等。税法上の優遇措置，輸入自由化等など。
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どのような変動をするかを認識すると同時に，地域住民のニーズがし、かな
る構造をもつかを認識することが前提となる O
この 2本の柱を産業のライフサイクル概念を導入したフレームワークで
説明するとすれば以下のようになろう O
ある地域を非常に長い視点で見た場合，特定の産業のライフサイクル
が，その地域の経済一社会の営みに対して非常に大きな意味を持ってく
る。この観点からすると，地域は現在そこにある産業のライフと同時に将
来，どのような産業によって地域経済基盤を支えて行くのか，その結果，
図 1 産業の舟.生産構造
表-1 しくみ"の点検の枠組
二六竺12152lT?IMF-l心ムl自然
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地域に対してのインパクトは如何なるものなのかを常に分析し予測した上
で各種の行政施策を講じる必要がある O その為には産業自体の再生産過程
全体を綿密に点検し長期的に安定した産業基盤を確保することに努めなけ
ればならなし、。この再生産過程は図-1のようにそテ、ル化され，その“し
くみ"とポテンシャルについての点検の枠組を表-1で，さらに，将来に
わたって変化して行く産業構成が充分所与の条件を満足させ得るものかど
うかの点検の枠組は表-2で示している O そして，以上を総合した地域の
産業構造検討の為のフレームワークは図-2で示される O
図-2 地域の産業構造検討の為のフレームワーク
ーー 一一ーーーーーーーー_L_ーーーーーーーー--' 
，----ー ーー ・ーー ーー ーー -ーー -ー-.
1地域 1 
Needsの重層構造の変化 i
lfo 
①I :-一一一一一一-v一一一---. ↑ J 
・・・『・・+ 告IJ約条件の変化
十Y/→
L一一一ー ーー ーー ーー ーー ----ーーーー
'-ー ・・・ー ーー ーー -ー----------ー ・ー ーー ・・・ー ・ー-.}
③| 社ムー_"7 1'-1.;z:;ー ス ー充足メカニズム
l 個人生活ニース
。 Out put 
ニーズ充足
広島県の産業構造に関する研究 133 
条 件
表-2 “満足すべき条件"の点検の枠組
? ?
安定性
成長性
柔軟性，変化に対応する適応性
ニーズ充足怜，個人生活ニーズ
社会 グ
環境制約
資源庁
災害防止
新領域開拓
交通物流
情報ニーズ
多様性‘職業機会，生活機会
マイナス効果制御
文化形成効果
中年
産業のライフの長さ
耐不況安定性
対国内，国際経済応答特性
産業の重層構造:多様な産業の存在
国際競合力
国内 P 
地域性，独自性
地域個有のボテシャルとの相乗効果
産業間相乗効果
産業の自己再生産特性
本論では，以下③の枠組の中で検討を行なう{コ
第 2章 広島県工業の史的分析
2-1 戦前の広島県の工業 広島県の工業の出発点は，明治6年第5
軍管広島鎮台の設置と明治1年の官営広島紡績所の設立にあると一般に言
われている。この二つのインパクトは，その後，紡績については，明治15
年に民間への払い下げ，明治22年の会社解散，大正10年帝人広島，また，
その後帝人広島は昭和4年には，全国生産の 1/5をになうまでに成長した
が，昭和10年には同工場は閉鎖され，三原に移転した。幾度かの停滞期は
あったものの広島経済の支えになっていたことは事実である C また軍につ
いては，経済の牽引的役割を果たして来た。明治28年呉鎮守府造船部軍工
場竣工，明治36年呉海軍工廠が本格的軍事工場として稼動開始，この波及
効果として各種重工業が立地された。表-4，においても示されているよ
うに主要企業の立地は明治36年頃，現在も広島県の代表業種である造船の
本格化が始まり，備後船渠，尾道的渠，吉i市鉄工芋が (r:地されているO 呉
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表-3 呉海軍工胤職工数
大正 1年 | 大正7年 | 大正9年 i 大正10年
22，245人 26，247人 32，787人 29，570人
「呉市史第3巻」
海軍工廠はその後も拡大され，そこに働く職工数は表 3の如く，約3万
人の規模に達し，その家族を含め約15万人程度が呉工廠に関与していた。
これは当時の広島県総人口が 150万人程度であったことからして，その
10%を占めるものであり，その莫大な影響力が想像される O また，大平洋
戦争時は，その職工数は8万人にものぼったと推定されている O
また，民間産業も，第 1次大戦の好崇気期には，機械工業を中心に飛躍
的な発展を示し(表-5)広島県工業の基盤が形成された。
更に，前記の 2つのインバクトに直接関係のない地場産業の分野でも，
いくつかの変動があった。広島の誇る清酒は大正8年において，その生産
額は県工業のトップ，全国醸造の第2位であったO また，下駄の生産も大
正12年19工場におし、て 800万足，昭和11年23工場 1，100万足という成長
を示した。その他，針，ヤスムカキ養殖等の特色ある産業の発展がみら
れ，県経済の柱のひとつとなっていたO
2-2 戦後の広島県の工業 広島県の工業は軍事工業を中心とした重
機械工業に特化し，戦中は，まさに軍事工業地帯となったが，戦争終結と
ともに，新たな再出発をしいられることとなった。しかし，そこには軍の
残した土地，施設，技術があり，これらの利用，活用により，民需生産再
開は比較的容易な面があった。そして，この転換は昭和20年代にはほぼ完
了し，朝鮮戦争勃発による好景気，日本経済の Take-off期には，機械工
業中心に急速な発展を示すこととなった。また，昭和33年には三井石油化
学の大竹市への立地を中心とする岩国市・大竹市の石油コンビナートの
形成，昭和40年の日本鋼管の福山市への立地，および，昭和40年代の東洋
工業の成長によって広島県の工業は全国の伸びを上回る成長を達成してき
たのである O
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表 4 広島に於ける主要企業立地の推移
明治期における広島の主要企業の立地(100人以上)
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藤野製綿工場
広島綿糸紡績会社
海塚紡績工場
土生船渠合資会社
高阪燐寸工場
佐竹機械製作所
契島製煉所
大阪合同訪績能美支庖
グ 広島支庖
吉重合同会社東工場
小西庄兵荷商庖帆布工場
松本帆布製織工場
福島紡績福山支居
田村製針工場
備後船渠株式会社
屠道船渠造船所
吉浦鉄工所
合名会社個聞社
湯沢製綿工場
岡山製紙広島工業
福山紡績福山第二
広島油明株式会社
丸山第二工場
共栄社
大正期
(蟹屋町)
(瀬野JI)
(佐伯郡)
(土生村)
(段原町)
(賀茂郡)発動機、精米機、軍用
(豊田郡)金、銀、銅
(大柿村)
(蟹屋町)
(深安郡)
(御調郡)綿帆布
(か)が
(福山市)
(安佐郡)縫針
(御調郡)船年!
(グ ) 1/ 
(安芸郡)船舶、機械
(芦品郡)綿布
(広島市)
( か )和紙、洋紙
(福山市)
(広島市)燐寸
(沼隈郡)木履
( 1/ ) 綿織物
大正5年 帝国染料製造(現H本化薬) 大正9年 津田式ポンプ製作所
6 松田製作所 10 帝国人造絹糸
6 増田ゴム工業所(現明星ゴム) 11 宇品造船所
6 中国化学(現中国塗料〉 11 日立造船向島工場
7 中国醸造 11 東洋繊維
7 東洋繊維
8 関西紡績
9 東洋コルク工業(現東洋工業)
9 日本製鋼所(松田製作所を買収)
9 大和重工業
136 第13号(経済・経営学編〉
表-4Cつづき)
昭和Jl)J
昭和4年 綿華人絹(現大和紡績)
7 日東セメント(日本セメント)
8 東洋工業
8 昭和鉱業(現三井金属)
9 西川ゴム工業
9 前田化学(現三協化成〕
11 新興人絹(現三菱レーヨン)
13 熊平商白 Cl:J!.熊半製作所)
14 東洋機械
14 日東工業川尻工場
15 油谷機械製作所(現油谷重工)
15 瀬戸田造船
15 国鉄広島車輔工場
18 三菱重工業三原製作所
18 三菱電機福山工場
18 菱備製作所
18 目立造船因島工場
18 尾道造船
19 三菱重工業広島造船所
19 帝人製機
21 広島硝子工業
22 広島化成
23 大竹紙業
26 日亜製鋼所呉工場(現日新製鋼)
27 東洋ノミノレフ。呉工場
29 淀川製鋼所呉工場
33 三井石油化学工業
34 日本紙業
34 三菱ボンネル広島
37 三井化学工業(現三井東庄)大竹工場
37 大日本化成大竹工場
37 三井ポリケミカノレ
40 日本鋼管
42 日本ペイント
43 日本鋳造
「広島県統計書第3編勧業」
「中国新聞」
?????????????
?
??
広島県の経済年表図-3
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表-5 大正期の広島県におげる民間l工業生産額(1，000円)
染織工場
機械器具工場
化学工場
飲食工場
雑工場
特別工場
修理及加工
計
大正3年
9，645 
1，289 
1，523 
4，619 
1，595 
1，632 1，8 
20，302 
l 伸び率大正 9年 l (3年=100)
40，567 
32，739 
10，979 
16，915 
8，102 
3，646 
4，903 
117，851 
420 
2，539 
720 
366 
507 
223 
415 
580 
工業統計表
2-3 産業別就業構造分析による戦後の広島県 前述のように広島県
工業は，急速な発展を実現してきたが，第 1次，第3次産業を含めた県全
体の産業構造はいかなる変化をしてきたかを，就業構造の面から分析す
る。まず，就業者総数の増加率を昭和25年より 5年毎にみると表-6のよ
うに，
表-6 人口および就業人口増加率
?
? ? ? ? ? ? ? ? ?L i1J;:;l口l;::;l;:i:i;:7 ; 
L l::;i;:7;[;::|1J::;l;::1 ; 
L | ; 7 l円門rム句γ;γ2l円ム勺;5 l ; 8 l 1J;O
;1;:;l;:;lム;::l;:i:i J 
L l;:;l;::(:;:;[:;:;[;:j : 
6.1 
8.9 12.7 
iーより
l日年より
l流山より
16.6 !流入37年より38.5 
|司調
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① 広島県は全作!と比較して，昭和25~30年において全国の10.2%に比
ベ， 4.5% と大きな格差がみられたが，昭和30~40年においては全国を若
干下回る程度となり，昭和40~55年では，全国を上回る増加率となった。
~ノ この結果，人口動態においても，広島県は昭和38年より人口流入県
に転ずることとなり，以後49年まで、人fl流入県となっている O また，流入
人口は全国都道府県の第7位(昭和48年)であったが，しかしながら昭和
50年の速報によると社会増ほ減少に転じたことを報じている O
この増加の内部構造を業種別にみると去一7のようになるが，この表よ
り明らかなように，成長の牽引は製造業であり，昭和30年代以降全国を
上回る増加を示して来た。この製造業について，さらvこ業種別にみたのが
表-8及び図-4である O 昭和30年以降，昭和48年迄の製造業における就
業者増加寄与率のトップは，輸送用機械で38.1%，次いで一般機械の19.1
%，鉄鋼11.6%となっており，この 3業種で68.8%を占める口時系列的に
はグラフに示すように， 37年頃まで一般機械が成長の軸， 37年43年にかけ
て輸送用機械， 39~46年にかけて鉄鋼が成長し，全体として昭和40年の不
況時以外，大きな落ち込みはなく推移してきた。 これを全国と比較する
と，同じ昭和30~48年の間に就業者増加寄与率のトップは電気機械の28.4
%で，次いで，輸送用機械の16.1%，一般機械の14.6%で，この 3業種で
59.1%を占めるQ 全国と広島県の最も大きな違いは，電気機械のウエイト
の差にある。現在，長期的にみて，輸送用機械の発展は限界にきていると
いう見方が通説で，今後期待されるのほ電子機械を中心にした電気機械で
あるとされており，この広島県と全国の構造の相異は，将来を検討する上
での基本的留意点となる。これについては後に再度述べる O
また，成長の構造を，事業所の規模別にみると，広島県においては，
1，000人以上の事業所の就業者増加寄与率が約50%を占め，一方全国では
約30%であり，広島県では，大規模事業所中心の成長パターンで、あったと
言える O 表-9は，昭和45年の事業所規模別，業種別の就業者構成比を示
したものであるが， 1，000人以上について，全国が17.5%であるのに対し
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図-4 広島県製造業従業者数の推移 (20人以上の事業所〉
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て，広島県では27.6%と高いウエイトとなっていることがわかる O
次に，第 1次産業について考察すると，全国を上回るペースで就業者は
減少している口ことに農業において著し~'o これは広島県農村地帯が農業
としての立地条件において工業と同様の規模の経済をめざすアメリカ型の
大規模農業に適しない地域が多いとL、ぅ悪条件の違いもあるが，広島県の
工業をみた場合の特徴であった国策に対する優等生の姿勢が農業政策の面
でもあらわれているという見方も強L、。工業において規模のメリットを追
う政策と同様，あまりにも農業政策においても国策としての規模のメリッ
トを強調し，中国山地農業がもっていたキメ細い複合農法を崩壊させた一
因でもある G これは将来の県農業を検討するうえで根本的な問題点として
反省されるところである。また，その農家数の減少と，専業農家の著しい
減少を示した数字は表-10で、示されている O
更に，第 3次産業についてみると，その就業者は全国で75%の伸びを示
したのに対して，広島県では65%であった。業種別にみると，全国と比較
し商業(釘J:/~ ・小売)は全国を若干上|旦|る伸びをみせているのに対し，
表-10 広島県農業の変質
l農家数 l専業農家 l子主古里行人|農家所得;農外所得
供給|需要|
大正 8 I 200，752 i 
15 I 195，846 I 136，498 I 
昭和2 I 195，456 I 138，172 I 
10 I 184，993 I 14θ，688 I 
14 I 175，945 I 116，177 I 
17 I 171.497 I 65.642 
21 I 182，774 I 84，807 
25 I 187.991 
45 I 152，487 
48 I 143， 20 
77，402 100，517 ; 
50，515 58，544 
48，079 140，743 
29，223 157，331 
19，6SQ 286，012 
15， 10 106，500 
101，159 i 
107，904 1 
121，361 
167，791 
183，455 
148，376 
???、????
183，840 
179，450 
163，633 
188，880 81，406 
302，673 150，995 
444，913 297，247 
790，900 493，500 
1，549司200 1，172，500 
広島県統計年鑑
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金融，保険，運輸，通信，サービス業等では下回り，県外需要をまかなう
分野において伸びが低かったと言える G このことは，第2次産業の成長に
リードされ，波及的に成長してきたのが広島県の第 3次産業の基盤であっ
たと言えよう O
第 3章 産業構造変化のもたらしたインパク卜
3-1 過疎・過密 前述のように大きく歴史的な流れにおいても，ま
た特に戦前，戦後の時期において大きな波動を措きながら，広島県の産業
構造は変化してきたが，この変化は住民の生活に直接かかわる形でいくつ
かのインパクトをもたらしてきた口
そのひとつ(土，農業人口の減少と工業の2、速な発展に伴ない，過疎・過
密問題が2、速に進行してきたことである C 全国的にも 3大都市圏への人口
集中と，人口流出県と L、うハターンば， 1全総発案当時からの大きな問題
を含んでいたが，昭和40年代において，この現象は吏に進行したcそして，
この過疎・過密現象は広島県内においても他県に類をみないほど典型的に
現われ，昭和30~45年において，広島地区は5 1. 6%の人口増加率を示し，
県に占めるシェアは，昭和30年の30.5%から昭和45年には40.7%にまでな
った。一方，芸北，備北地区は，それぞれ33.5%，22.1%の人口減少を示
した。また，更にその現象は昭和40年代に入ると， IFl広島市の人口増加率.
は弱まり，その周辺市町村の人口急増というドーナツ現象が現われてき
た。この変化は，当然予測された現象で、あったが，行政の対応策は必ずし
も十分とは言えなかったQ このため，多くの問題が山杭みされ，かつ現在
も同様の現象は進行中で、ある事実については卜分な留志が必要である。
3-2 広島県財政構造の変化 産業， ことに工業の高度成長ととも
に，県の財政規模も2、速に拡大してきた。税収構造も，法人事業税の伸び
を中心に変化し，昭和30年に，法人事業税比率が33%で、あったのに対L，
昭和48年には43%に拡大し，また，山主H，j-i原を，寂出総額に占める県税収
入率としてみると，昭和30年では22%であったのに対して，昭和45年では
45%に達するに至っているQ 一方，法人事業税の伸びは，財源を盟かにし
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たものの，好・不況の波を直接にかぶることとなり，基礎的財政需要への
対応を困難なものとすることとなった口この問題は，ひとり広島県のみの
ものではないが，今後，将来にわたって検討を要する問題である O
3-3 労働力需給 全国の水準を上回る工業の伸びに支えられ， 30年
代後半からは全国政の有効求人倍率を維持し， 40年代後半に入ると全国を
上回るものとなり，広島県の職場環境を活力あるものにしてきたといえる O
3-4 公害 さて，高度経済成長の落し子といわれる公害について
は，広島県も例外ではなく，表-11に示すように多くの公害を経験してき
ている O
表-11 広島県の公害
39.10. 9 呉市の東洋ノりレフe海底しゅんせつ工事のため養殖カキ90%死波
40. 6.18 広島市天満川で‘大量のさかな浮く
6.26 廿日市町のオガライト工場の粉じんで住民訴え
8. 3 広島市仁保沖町の住民，東港区埋め立て工事の砂ぼこり被害阻止のた
めにピケはり，交通しゃ断
8.29 呉市の日新製鋼“赤い煙"被害で鍋山自治会が訴え
10. 5 広島市江波栄町で生コン工場撒去の訴え
10. 祇園町の住民アルミ工場のばい煙，騒音，振動を訴え
41. 8.11 県公害対策審初会合
8.17 日本鋼管福山の送風テストで住民騒音を訴え
9.13 広島市下水部調べで，有毒廃液放流工場は37工場中21工場も
10. 5 沼隈町の伸鉄工場から騒音
42. 1.12 大竹紙業の廃液による農作物被害で和解成立
11.22 大竹市に15億円のグリーンベルト構想
12. 2 呉市，工場設置助成条例廃止へ
43. 3.23 大竹市でスモッグ状態
5.22 広島市猿喉川で魚が大量死
6. 5 大野町の広陽化学，公害のため生産ストップの方針
6. 6 大竹の亜硫酸ガス漸増
6.29 福山市港町公害対策委，日化に補償と防止を要求
11.26 日新製鋼呉の排水より通常の 8倍の亜鉛(県水試調べ)
12.24 呉市，日新，淀鋼に設備改善を勧告
44. 1. 23 大竹に初の大気汚染警報
1.24 芦田川に尿素樹脂
2.18 沼隈町に原子力商船基地計四
漁民が反対海上デモ
3. 1 尾道製鉄道出に住民反対陳状
3.20 呉市，大気汚染防止法の指定地域に
4. 1 広島，呉，福山，騒音規制j対象地区に
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4.11 三原沖のナメクジウオ海のよごれで絶波寸前
6. 4 芦田川に大量の死魚
8.24~28 大竹海域で大量のさかな浮く
9. 2 海田湾でカキ種死ぬ
9.11 海田町の海野川で、魚、大量死
9.16 条例試案，答申よりかなり後退
10.31 呉に初の汚染警報
12. 6 公害防止条例を可決
45. 2.13 呉，大竹に注意報しきり
2.28 海田町の瀬野川で魚大量死
5.12 呉湾で、魚大量死
5.18 福山の池田平署化から黒いスス
6.15 三井金属竹原，東邦亜鉛契島からカドミウム(県調べ)
7. 3 加茂町の一本松枯れる
8.12~17 内海町で養殖ハマチ死ぬ
8.18 県，昭電工の福山進出断わる
8.29 広島市京橋川で、大量の死魚、
11.12 日化福山の排水口付近で、大量の水銀検山
11.14 カキも重金属汚染(県調べ)
46. 2.12 広湾の貴金属汚染ば水俣湾を上回ると調査(近大 朴助教授)
9.10 県東部地区の重金属廃液10社がたれ流し
9.18 県， ) 1田鉄工に対しメッキ施設の使用を改善するまで??;止
10.12 県，日比福山の工場増設に待った。基準越す排液
10.30 淀鋼の廃油不法投棄で呉湾の魚民，海上デモの抗議
47. 1. 6 淀鋼呉港への廃油不法投棄で、有罪，控訴せず
1. 31 大竹の日本紙業・芸防，錦川にヘドロ投棄，岩国市が抗議
2. 9 広島市，シ尿投棄船建造し外洋へ
2.25 大竹紙業，排煙日硫を高煙突にと防止協定の変更申し入れ(後反対に
あい取下〉
4.26 県のテレメータ始動
5.26 芦田)けからシアン検出(保健所調べ〉
7. 3 基準上回るカドミ 生カキより(安浦，安芸津汚)
7.20 竹原，三原で光化学スモッグの訴え広がる
8.18 呉の東大川で2千匹のハゼ、死ぬ
9. 6 県，シ尿処理計画で外洋投棄を1年で中止へ
9.13 県，高知県とシ尿投棄で、覚え吉
48. 2.17 広島カキより I~J法度カドミ検出
3.15 広島鉱山保安監督部，カドミ汚染で三井金属竹原，東邦亜鉛契島に上
乗せ排水基準
7.20 県，光化学対策を強化
10.11 鋼管福山，産廃七ンター完成
49. 2. 3 広島市環境保全整備計画を策定
2.15 県， COD上乗せ基準諮問
4.25 岡UJ，広島内オキシゲント注意報下の排煙カットの協力体制で広島県
に下落ち
5. 広島カキ汚染で工場“ゲロ" '/(~iEできず
5.17 岡山県，鋼管出山に排i尽i-hプトの畦境要請
日経，中I~l ， [1j陽，防長各新聞より作成.
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第 4章将来ニーズ (Needs)の点検
1 市場需要の充足:需要構造の検討
1-1 設備投資需要の貢献 従来の産業の成長を主導してきた要因を
需要サイドから見た時，民間設備投資が成長率に対する大きな貢献をして
いる。これはまた，全国データで、見た場台よりも，広島県の場合は特に顕
著であるc 即ち，広島県に於ける総同定資本形成は県内総需要構成比で見
た場合，昭和35年の 7.7%から，昭和45年には15.4%と倍増。同じく実額
も519億から 6，125億へと実に 11.82併の急成長ぶりである。これに対し
て，県内消費は35.8%から28.1%へと 7.7%の急減であり，この10年間で
の倍率も4.60倍と低¥"':0その中でも民間消費と政府消費がそれぞれシェア
にして28.5%から22.5%，5.2%から3.6%へと減少し，倍率も4.63，4.11 
と低し、。このような設備投資需要は広島の主要産業である化学，鉄鋼，金
属，造船を大きく成長させるのに貢献してきたはず、で、ある。また，ひとり
自動車が(トラックを除いて)個人消費，民間消費需要を獲得して成長し
てきた主要産業であろう D 広島に於いては最終消費密着型の産業は現在で
は余り大きなシェアを得るに至ってないことは事実であるが，しかし伸び
率が低い(相対的に)とは言え，全国で、は個人消費支出は国民総支出中最
も大きな割合を示していることには変わりなく，広島に於ても，移輸出を
除外した総需要に占める構成比で見れば全国レベルをしのぐ大きな割合を
しめている G
1-2 これからの需要構造 以 L 現在迄の需要構造に対して，これ
からの需要構造がどのように変化するかを検討してみると口まず，産構審
答申の第一回ローリングの結果の中で，注目すべき変化が現われている O
即ち，個人消費支出，政府固定資本形成と民間住宅投資の高い伸び率と，
その結果もたらされる実質国民総支出に占める割合の増大である。即ち，
これからの産業を押し上げてL、く需要の主役は，現在を境に民開設備投資
から個人消費支出，民間住宅投資，政府固定資本形成に交代する方向にあ
るO 即ち，産構審の昭和50年見直し作業の結果から見てみると，民間設備
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投資の実質国民総支出にIliめるシェアは， IJfj干145年に20.0%，昭和48fドに
20.4%と別加して来たものが，昭和55年には・気に15.6%，昭和60年には
14.7%と大幅に低下して行く見通しに-ιっている O そしてこの考え方は個
人消費支出を昭和45年の51.2%から昭和60年に53.8%，政府固定資本形成
を昭和45年8.6%から，昭和60年に10.3%，又，民間住宅投資は昭和45年
に6.6%であったものが，昭和60年には9.0%へとそれぞれ大幅にシェア
を増すことになる O
2 非市場需要の充足
1では政府，民間のどちらであれ，最終的には市場需要に結びつくニー
ズである O 一方では，直接的には市場需要化されない多種のニーズ充足欲
求が表面化し，それらが直接，間接を問わず，何らかの形で将来の産業政
策に対してインパクトを与えて行く O
2-1 定住化欲求 従来，国の産業政策については労働力人口は地域
の枠を超えて就業機会の質的・量的に豊かなところへ自由に移動し得ると
の前提に立って計画されてきた。しかし，生活が豊かになり又，生活基盤
が確保されるにつれて次第に定住化の傾向が表面化しつつあるように思わ
れるO 従来，人口流動の大前提は地域間の交通体系が完備し，時間距離が
短縮され，輸送コストは下がる(又は大幅には上昇しなし、)等々の条件が
あった。しかし騒音，排気ガス公害，環境制約，住民意識変化及び住民ノえ
ワーの強化，さらに陸海空の過密化による実質的容量制約の表面化や，エ
ネルギーコスト，人件費のふくれあがりによる輸送コストの増大等の，
むしろ不必要な交通需要はカットされざるを得ないような条件が，近年表
面化し増々深刻化しつつあるD さらに，産構審の答申にもみられるよう
に，今後，住宅を中心に生活環境が整えられ基盤が整備されて行く方向にあ
るとすれば，財産保全の面から流動性を低下させる大きな要因ともなるで
あろう。これらの一連の条件が進展して行くならば，平晩，日本に於いて
も労働力の地域間の流動性が弱まり，そこに住んである人達の数，適正，
欲求に応じた産業配置育成を考えねばならなくなることが予測されるc
2-2 安定化要求，維持要求 次に，定住化欲求等の延長上に，各方
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面に共通の要素として，安定化要求が強まってくることが考えられる己
既に経済の均而では尚度成長から安定成長への転換が論議されてL、るが，
これは，社会，及ひ、人々の他の色々な場面に関しでも同様の状態の出現を
子期させる一つの例と見えないことはな¥;'0 順序としては将来における人
口構成の老令化等の某本的条件が加わってあまり変化の激しくない様式を
好む，安定化の指向性が強まり，結果的に経済そのものを安定成長の方向
へと幸いていくと考えるのが正ししらこのような安定化指向はその中に現
在の各種の状況を維持するとし、う欲求を強く持つものと思われる。
3 市場動態の変化
ニーズ変化の見通しに関して，古iJ項1.で市場需要構造の変化を， 2.で非
市場需要構造の変化を簡単に産構審答申修正結果をもとに概観して来た。
次に，第3項で市場の変化の仕方が基本的に従来とは変わってくる可能性
のあることを検討したい。
3-1 市場性格の基本的変化，基礎的需要充足から選択的需要充足へ
まず，基本的に考えておく必要のある市場動向の変化は，従来の基本的
な需要を満足させる過程での市場動態に対して，今後は一応基礎的な需要
が充足された上で，選択的な需要を満足させる過程で、の市場動態へと移行
して行くということであろう。ここで，選択的需要について 2つの意味を
持たせていることを確認したしら 1つは，需要そのものが基礎的，選択的
と分かれる場合，例えば，電気製品で，冷蔵庫， ?先臨機等に対して，ステ
レオ芋の違いをスえれば概念は明らかである J
S tage A Stage B 
図-5 市場動向の変化
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3-2 市場変動幅の拡大 このように正礎的需要充足から選択的市要
充足へと市場性格が変化した|時に考えられるdj助動向の変化の第寸工，変
動幅の大きな拡大で、あろう O これは次のように説明される O 即ち，従来の
基礎的需要を満足させる過程では，真に必要と思われた需要規模のうち，
有効部分が即，実際の市場となってあらわれてくる。図-5の StageAo 
これに対して選択的需要の充足過程では，物理的，又は経済的(実質での)
寿命による置換えが最低限の市場として存在し(これを物理的下限需要と
呼ぶ)，これに対して，その時の世相，景気の動き， Social Pressure，流行，
空気，収入，余力等々にもとづいて，“もっとぜ、いたくな"需要の充足願
望が存在する O この最も高いものを心理的上限と呼べば，需要側はその時
々の事情に応じて，この物理的下限需要と心理的上限需要の聞の適当なと
ころに実際の市場形成を行なっていくと考えられる O 即ち，その時々の事
情に応じて，との下限と上限の聞を任意に移動することになる O 一方，ひ
とたび基礎的な需要が満足されたあとでは，この上限と下限の幅が全体と
して拡大して，また，商品によって差が大きくなると考えられるc このよ
うにして，市場性格が変化した時，各種の周囲条件により，また，その商
品分野の特性によって市場の変動幅が非常に大きくなることが結論づけら
れる O また，基礎的需要と選択的需要の動向変化を図示したのが，下記に
示す図-6である O
図 6 基礎的・選択的欲求の変化
ーひまわり型からわたまじゃくし型ヘー
。)→や一括ーか;?-:
3-3 市場の傾斜成長傾向の激化 次に，市場性格が選択的需要充足
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過程に移行した同に考えておかねばならない傾向として市場の傾斜成長が
あげられるU これは百要そのものが選択的需要過程へと移った時には，非
常にその求める所，満足していなければならない条件を明確に押し出して
来るようになり，又，非常に需要者個々の{固有条件の強くにじみ出た個別
性の強いものとなるだろう O このように需要が条件としてシビアなものを
求めて来る時，木当にそれをフィットしたものを充足し得るものを供給す
るかどうかによって，同一ーの市場分野の中でも明暗がより明確に現われる
ことが考えられるコこれが市場性格の変化のもたらす第2のインパクトで
ある O
これまで 1~4 章にわたって，広島の産業構造の歴史的特質，現在の広
島の産業の構造特性，及び，今後のニーズの展開の方向を分析して来た。
この分析結果をもとに，第 1章で点検した地域に於ける産業構造の検討の
フレームワークに照らして，その特質，今後の問題点を分析し，その結果
を試算例によって論証し，今後の具体的な対応策についての各種の仮説を
提示したし、。ただL，これらの考察は，あくまでも長いタイムスパンで考
える時に手がかりとなる要素のみをとりあげ、て行われる長期計画的視点に
立つものである。推計の枠組みも産構審とタイムスパンをそろえて，最短
で昭和60年，すなわち， 10年後以後を検討するG
第 5章 広島県産業構造の問題点と特性
1 特性のまとめ
1-1 第2次産業のウェイ卜が高い 広島の産業成長の特色を歴史的
視点から眺めた時，最も基本的な特性は，戦前，戦後を通して国の施策に
より成長の基盤が作られ育成され，それらの成長刺激を与えられることに
より，今日の産業構造の根幹が作られたことにある O その施策は軍事政
策，産業政策等々の種々のカタチをとりはしたが，地域の意志，歴史的特
性とはそれほど深いつながりをもたないで，むしろ，瀬戸内海のその波静
かで防備の固い，しかも気候温暖，さらに，中国，朝鮮半島に対して近距
離にありながら山によって守りを固められている等々の自然的条件が国の
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注目するところとなって，海'1ドの軍事基地，ドキrej(の大体営手々の中枢の設
置に始まった一連の重化学工業育成政策が[司の施策としてとらえられたこ
とは明らかである O その結果として，重化学工業が中心で，特にその中で
も自動車，鉄鋼，造船等，国の戦略産業の中枢産業分野のウエイトが高い
特色を持つに至っている O これは産業種目の中の第2次産業のウエイトを
高め，しかもそれらはあくまで，規模の経済を追求する為に大規模事業所
中心となっている事，又，自動車を除いて(但し， トラックは生産財に含
まれる部分が大きいが)殆んどは生産財ーによって占められており，いちよ
うに輸出比率が高くなっている O そしてこのことは，とりもなおさず生活
経済の変動に密接にリンクして大きく変動せざるを得ない産業体質，また
は，国レベルの経済のマグロ変動を主導して来た設備投資需要の成長動向
に大きく支配される産業体質を作り出していると言える O
しかしながら，大規模事業所中心の製造業と言いながら，いわゆる基幹
産業型に偏って，現在，国内の雇用力から言って最大の電気機械業種に弱
いとし、う特色は，今後色々な面で広島の将来を考える上で影響力を持ちそ
うである O というのは，この電気機械業種は他のどんな産業が盛えても，
それと密接な関連を持ちながら成長する産業であり，又， 同時に弱電機
器，情報関連産業を形成して行く根幹となる産業でもある O そしてこれら
の産業は今後将来にわたって最も高い成長率を見込まれている O
1-2 生活関連産業の特色 前述したように，最終消費に密着してい
る大型産業は自動車のみであり，他は生産財的性格が強かった。これに対
して，日常の消費生活の根幹をなす，衣，食，性のうち，食が若干高いウ
エイトを持っている O これは明治から清酒，カキ，ノリ，芋各種の特産を
持ち，その地盤があったことが大きいが，そのウエイトも全国値よりやや
低い。これに対して衣，住とも注目に足るほどの実力を備えた業種が育っ
ていないが，就業者ウェイクは高し、。衣に関しては，明治初期から官営払
い下げにより綿業が植えつけられ，全国生産の 1/5(昭 4)をになうだけ
の帝人広島(大正10年創業)に発展してくる。しかしながら昭和10年，カ
キ，ノリに対する排水の恵影響によって，即ち，産業公宮がその一因とな
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って工場閉鎖となったことは特に留立するところである O しかしながら，
現在でも融維のウエイト;工低いものの，衣服では全国を上回る就業者構成
比を持っていることは歴史的な潜在力を物語っているといえよう O 更に，
住に関しては歴史的には全国一の生産を誇っていた風日釜等の単品での産
業成長はあったものの継続せず，現在では中小の家具製造業及びインテリ
ア用品業種が，地域商圏を中心に活動している状況である O
1-3 第1次産業の急減 広島の第一次産業は，全国の例にもれず，
これ迄，他の産業への労働力供給源としての役割を果たして来た。その結
果，全就業者に占める構成比， 14.7%と全国平均を下回わって，しかもそ
のうち 37.7%は60才以上の老令者が占めている G この数字は従来のよう
に，第 1次産業が第2次，第3次産業に対する労働力供給源としての役割
を果し得ないことを示し，更に，今後，農業従事者の自然減が予想を上回
るスケールで進行し農業後継者の充分な確保がなかった場合，基本的に
第 1次産業の基陀を危うくしかねない重要な問題を含んでいる C 第1次産
業の中には， ノリ， カキ，養殖ハマチ苧の海産物，広島菜，高野町大根
(和南原)，江田島白菜，瀬戸内一帯のミカン等の農産物は広島の自然、的
な特色を生かした悟史的潜在力を持っているにもかかわらず，全体の中で
のプライオリティーは低く扱われ，充分な開発の為の努力が得られなかっ
Tこ。
1-4 第3次産業は卸・小売が主体 第3次産業は，広島に於ては近
年，にわかに成長して来たとは言え，産業別就業者構成で‘見た場合，まだ
全国水準よりも低し日また中味については，卸・小完が主体であって，運
輸通信，金融，保険，不動産，その他サービス等は相対的にウエイトが小
さし、。この特色をみてみると，広島県の第3次産業は製造業によって獲得
された県民収入の地域内消費の為の存在的色合いが強いことが推論され
るO 現状での判断には多少の無理はあるが，現在の広島の第3次産業が広
島の製造業の変動に対して独立に，独自の産業成長を遂げて行くだけの地
力と安定した構造をもっているか，または，あくまで製造業の生産依存の
従属的第3次産業に留まっているかは重要な判断の分れ目であり，今後の
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産業政策に大きなインハクトを与えるものであろう心
2 問題点の検討
問題点をどのような視点から検討するかを確認すると，視点としては，
地域産業構造検討の枠組の中の表-2を基礎とするc すなわち産業の再生
産構造と，産業の満足させるべき条件，及びその条件を満たす為に必要な
特性等が広島の産業構造の条件下で，どのように，どの程度満されている
かを点検してし、く C
2-1 安定性，成長性 まず，最も基本的な条件である安定性，成長
性に関してみると，この尺度で見る限り，昭和40年以降大きなつまづきな
しに順調な成長を遂げて来たものが，昭和49年以後のスランプの中では，
むしろ全国水準よりも変動幅が大きいものを体験しつつある O この現象は
広島の基幹産業が全て成熟段階を迎えた為に必然、的に生じたものであると
推測される。今後更に，これらの電化学工業中心型の特色を維持するとす
れば，その変動幅は増々大きくなっていくことが予測される。しかしなが
ら，他の産業部門の中でこれらの基幹産業の変動の谷を埋めることに安定
化を図りうるようなパワーのある業程はまだ見当らなし、。更に，成長力に
ついてはどうかというと，広島の主要産業である輸送機械，鉄鋼は共に全
産業の平均成長率(昭和55'"'-'60年)を6.3%と想定した時にそれぞれ4.8%，
3.4%とそれを大幅に下回わる成長率になっており，一般論として見た時，
今後，全国水準並みの成長は期待しにく L、。代わりに一般機械，金属機械
が内部変革を遂げながら高い成長率を達成して行く図式になるが，これら
の産業の県内総生産シェアは前2者合計の半分にしか満たない為に，県全
体の総生産を全国水準の成長に高めていく力はないコここに第 1の問題が
あり，この問題をカパーするに足りうるリリーフ産業を期待するにも明確
なイメージさえ浮ばないことが，第2の問題なのである O
2-2 柔軟性，変化に対する対応性 また，激しい状勢変化に如何に
適応して行くが，その能力を眺めてみると，最も柔軟性の高い電気機器を
欠く点を指摘しなければならなし、。しかしこれを補うものとして，輸送，
一般機械，等の機械加工・組立の技術を中心とした技術領域のスソ野の広
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い産業を有しており，それらの保有技術を駆使することによって産業の内
容転換をニーズの変化に対応させて行なうことは可能であろう口これは装
置産業に対して黍軟性の面からみた大きなメリットであろう G また，第3
次産業が本来，ニーズ変化を先取りして対応して行くことの出来る体質を
持っているにもかかわらず¥広島においては，まだ全体的にウエイトが小
さく，充分に構造化された強固な成長基盤を確立し得ていなし、点に不安が
残るO
2-3 ニーズ充足性，多様性に対する適応性 今後の多様なニーズ発
生の中で、職業機会の多様性については，現在でも他の地域県域と比較して
恵まれている O これは本社研究開発機構を広島に持った大企業の存在が大
きく寄与している O しかしながら今後更に個別化してくると忠われる個人
生活ニーズをきめ細かく充足して行こうとすれば，製造業のみならず，第
一次産業，第三次産業の館域にも色富なパリエーションを持つ財，サービ
スの供給を行ないうるボテンシアルが求められる口また，社会生活ニーズ
については，環境制約除去，災害防止，物流ニーズ等々に関して，これか
ら更に万全の対策が必要であるが，広島の産業の技術的能力が，これらの
領域を全てカパーするとは思われず，今後早急の技術開発努力が必要とな
ってくるであろう D 情報ニーズに関しては，現在最もフラストレーション
の強いニーズ対象の一つであるにもかかわらず ]ICST等のまとまりやす
い技術情報サービスを除いては充分な対応能力は持っていなし、。あるとし
てもその大部分は一部の大企業の中枢部にあり，地域に対するサービスは
殆んど行われていないのが実状であり，県全体としてのニーズに対する対
応策とはなり得ていない口
3 産業の再生産構造:その“しくみ"についての検討
前項では産業の満足すべき諸条件，すなわち，産業それ自体の安定継続
性及び，その場合の各種制約条件及び内容について検討したD これに続い
て，産業の安定継続性を保証L，また産業構造の内有そのものを，より望
ましい方向に育てて行く為の“しくみ"に関して問題点を検討してみたい。
3-1 地域独自の“しくみ"の弱さ 前市の広島に於ける産業構造の
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特性分析で要約したように，広島の産業政策は常に国のレベルで、発想され
実施され，地方自治体はその単なる実施代行人であったと断言しでも必し
て過言ではなし、。そしてそういう風土が時代と共に育ってきたのである O
これは地方自治体の無策というよりは広島の産業構造の中で大企業の影響
力が圧倒的に強いと L、う状態を見る時，県が独自に展開しうる政策はまこ
とに限らとたものであったろうことが予測される。何故ならば，大企業に
対する指導，援助等は中央政府，金融機関等から直接行なわれるのが常で
あるからである O
項
表-12 研究開発に相当する歳出/総歳出の割合
試験研究機関の整備
国庫補助対象研究
単独県費研究
技術指導の強化
技術講習会
技術者養成研究
巡回技術指導
技術コンクーノレ等
工業技術対策の強化
商品開発指導
公害防止技術の指導強化
グ 開発
庁 講習会
か 研究員訓練
省資源・省エネルギ一対策総合調査
F 県民運動推進
産業構造研究
省資源・省エネルギー化技術研究
再生利用資源調査
? ?? ????
?
???
?
?????
?
?
?
? ???????
??????????
?
?
?
?
???
合計
県歳出合計
22，844.9 
27，309.294.6 
研窒0発関係歳出合計一一一一一一x100(%) 県歳出合計 0.084(%) 
昭和50年度「商工労働行政の概要」に上る。
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地方独自の産業政策はないまでも，中央の方針に沿った産業政策は具体
的に工業用地開発，流通業務団地開発等，主に，既にある産業を移転させ
る，または，その産業の工場をそこに作らせる為のインフラストラクチェ
アの整備という型で実施されて来たc これを，産業構造の枠組にのせて
みると，殆んどが既に出来上がった産業を維持し存続させる為の仕組み，
すなわち，産業政策の下流に集中しており，産業のタネを生み出す，また
は，導入する仕組み，またはそれを企業化し，産業化して行く仕組み，す
なわち，産業政策の上流に関しては殆んど見るべきものがなし、。これを研
究開発に相当する歳出の総攻出に対して占める割合により分析してみる
と，前頁表-12のようになる O この表からも分かるように，広島県に於け
る研究開発関連支出，即ち，上流指向の産業政策関連支出は県の歳出合計
の0.1%にも満たないウエイトしか持つてないことが分る。
これに対して，昭和48年度の研究開発支出合計・の対国民所得総額シェア
は2.16%と実に広島県の20倍強のシェアを持っていることが分る口もっと
も両者の算定基準等について，数値がそのまま比較できないものもある
が，その部分を割ヲ[¥，、ても研究開発支出の少ないことは明白である O
これまで述べて来た多くの問題点ほ，従来の広島の産業構造，及びその
成長パターンが転換して行かねばならない必然性をポイントに，それに対
する適応力をもっているかどうかの論議の中から発生してきていることを
考えると，今後，次の20-30年間を保証するような新しいタネとそれをも
とにした産業経済の波が安定して発生してくる迄は，この上流型の産業政
策が最も重要な役割を担わねばならず，その為にも，この最後の問題，広
島県の下流指向型産業政策推進のしくみ，は最もプライオリティーの高い
テーマとして取り組まれる必要性を持つものと忠われるQ
第 6章 広島県の産業構造の将来つの試算による例証
前章の特性のまとめ，及び問題点の分析結果を例証する意味で，産構審
のピジョンと全く同じ成長率を広島の産業の各々が達成したと仮定した
時，今後どのような姿が予測されるかを試算し，結果を分析してみよう Q
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しかしながら，世界経済が混迷している時，産業の将来について，はっき
りしたイメージを議論の中から浮びあがらせることは不可能に近し、。だ
が，分析の一つの手がかりとして，長期展望を行なう上での概略的な趨勢
把握の為のケースとして活用することは可能であり，この意味で産構審の
答申を広島県の産業構造推計のベースとして参考にしているO
1 産構審の昭和60年に於ける就業者予測の検討
まず，広島県の推計を行なう前に産構審の見通しを業種別就業者構成面
から見てみよう O
昭和45年一60年における就業者伸び率は，第1次産業はム44.1%。建設業
は設備投資の落込みはあるものの34.6%増，製造業において伸びの期待で
きる業種は，電気機械28.7%，その内，家電製品は現状の，すでに高い普及
率よりみて期待できないものの，産業用電子機器については幅広いニーズ
がある O また，金属は32.6%の伸び，作業環境が悪く，また公害問題を発生
しやすい等の問題を多く抱えているものの，工業発展の土f?となるもので，
安定した需要が見込まれるO 更に，一般機械については10.9%の伸び，民
間設備投資の鈍化のため，従来のような発展は望めないが，公害防止機
器，省力関連，廃棄物処理，再利用手の分野で発展が期待される O 生活用
品産業は12.2%の伸び，その内家具，ガス，石油機器等の住宅関連機器，
レジャー関連用品は国民生活の高度化と共に発展が期待され変化するニー
ズを適確にとらえ，それに応える商品開発力，企画実現力をもつことが重
要となる。最後に，第3次産業は25.0%，全就業者の53.7%を占めるに至
るO なかでもサーピス業の伸びが著しし、。
1-1 広島県の昭和60年の就業構造 前記産構審の業種別伸び率を，
第1次産業，第2次産業について業積別に適用 L，第3次産業については
全就業者に占める構成比 (53.7%)を適用して，広島県の業種別就業者数
を推計すると表ー13のようになるQ
表-13は極端な単純化による推計であり，結果の伝j患-ttは薄いが，全国
で成長の期待されている電気機械のウエイトが，広島県において低く，一
方，広島県のウエイトの高い輸送用機械の伸びの期待が薄いことから，現
第 1 次
第 2 次
(製造業)
第 3 次
合計
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表 13 広島県の業種別就業者数
昭30~45年
伸び率
ム43.8
116.5 
113.9 
31.9 
31.9 
| 昭45~60年 l 昭30年構成比!
伸び学
lム44.1(ム44.1)I 40.7 
14.3 (17.6) I 22.0 
12.5 ~::.~~ I 
l31O (250)l3731 
12.1 (25.0)! 100.0 
161 
)内は全国
45 60 
8.6 
37.7 
53.7 
100.0 
状の構造で推移する限り，全国の伸びを下回ることは避けられないと言え
る。また，成長の期待される金属，一般機械，生活用品等に関しでも，ニ
ーズの変化に対応しうる技術力を持つ企業の存在し、かんにより，その発展
が大きく左右されることは言うまでもない。
一方，工業再配置政策と広島県との関係を考えると，工業再配置の照準
は，従来の低開発地域である北海道，東北，四国，九州にあり，瀬戸内海
保全の推進を使命とする広島県には，大規模事業所の新規立地は困難とな
ろう O また，先記の推定，就業者伸び率12.1%(全国25.0%)の意味するもの
は，広島県が再び人口流出県となることである O これが県民生活にどのよ
うな影響を与えるかは，今後の分析を待つよりはほかないが，いくつか指
摘できる点もある己①，人口流出といっても， 5~6%程度 (44~60年の
19年間で)の人口増加はある o'1:"第 3次産業主体の就業者増加が予測さ
れるために，都市部への人口集中は引き続き起るo @，都市の地理的状況
によって，あるいは都市機能整備状況によって都市過密は激化する可能性
があるQ ④，このため，全国並の就業者伸び率を達成することが，絶対に
必要であるということは長えなし、。むしろ，従来，人口が流出して来た地
域に人口が還流し，広島県はスローへースの成長をすべきかもしれなL、。
ただしこれは他に悪影響(財政，年令別人口階層，所得水準等に対する)
が発生しないという前提に立った場合のことである O
第 7章対応策の検討
これまでの各章に於て，広島の産業構造の!?F史的特性，第2次大戦後の
|昭30年|昭45年
395，055 I 221，8 
2，778 I 2，3 
41，768 I 18，5 
22，096 I 29，5 
28，352 I 44，2 
4，197 I 6，5 
14，485 1 13，46 
6，913 1 29， 
8，740 1 35， 
9，463 I 32，9 
1，701 1 9，2 
28，197 I 78，6 
44，310 1 80，9 
6，917 I 7， 
126，414 I 235， 
15，598 1 28， 
55，013 I 86， 
111，333 I 185， 
923，330 I 1，226， 
I大 396，055 I 221， 
次 213，000 I 461， 
造) I (168，454) I (360， 
次 315，275 I 543， 
J叩世 "川|企し山fζ川工
j伴/辛lf-~業j長恥全~;，ニついてはそのf惜古芹JJ成J北ωrli:J比七(全就業者の5臼3.7%右ω) をあてはめたもの同 調)
? ?
?
???????????
(単位:人、広)
? ? ? ??
?
?、、?、、
?? 、
?
? ? ?
??
??
?????
?
? ??
?
?
??
???
? ? ? ?
???
?? ?? ? ? ?
(E) 
昭60年における広島県の就業人口の推計
一一一一一 一一，
日召60~手 30-45ffpび率 45-6 
5 124，000 ム 43.9 
5 1，511 16.3 
O 131，578 十135.0
O 34，822 十 33.6
5 38，936 十 56.1
5 5，847 十 56.2
5 12，738 ム 7.0
5 28，086 十322.3
5 47，532 十306.5
O 36，355 十248.6
5 11 ，885 十442.9
5 79，431 十178.9
5 98，696 + 82.7 
5 7，783 十 8.5
O 256，767 十 86.2
O 33，310 + 85.2 
O 102，879 十 57.0
O 261，160 十 66.4
5 1，313，316 十 32.8
5 124，000 ム 43.9
5 527，417 +116.5 
0) (394，328) (+114.03 ) 
5 661，899 十 72.
表-14
農休水産業
鉱業
建設業
食料品
繊維
紙・パルプ
化学
~ ;k 1 属
金版製品
.般機械
註i fd 機械
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広品の産業構造変化を通して，その特件:と問題点をまとめ，一つの推計に
よって将来のあり得る姿の例証を行ない， I日j題点の中で、指摘したことが実
際には状況次第では起り得る可能性のあることを確認した口これを受けて
この第7章では，それらを総合して，今後如何なる対応策を将来に対する
備えとして打つべきかを検対してみた1ぜら
1 地域独自の産業政策計画立案及び遂行機能の確立
地域行政の最大の日原の→つが，その地域、に於て，如何にして長期的に
安定的に地域に住み，生活する人達の満足を最大にしていくかということ
で、あれば，その為に安定した経済的基盤を整えるということも不可分の使
命の一つであることは論を待たな ~'o しかしあくまで，行政の果し得る，
あるいは果たすべき領域には制約があるD 何故なら，安定した経済的基盤
を作るという営みは，現在の社会経済機構の中では，あくまで民間企業が
中心であるからであるc この為に行政の関与する産業政策はこのような民
間の努力を誘翠し，支援し，障害物を取り除き，時に応じてこれを保護す
るとし、う間接的な領域に留まる O しかしながら，産業の地域に対するイン
パクトが，単に直接的な経済効果と留まらず，より幅の広い複雑な社会
的，又は文化的側面に迄及び始める時，その地域における産業の意味は大
きく変化してくるはずである口これが現在進行しつつある事態であろう O
このような幅の広い，多様かっ複雑な産業の地域に対する直接，間接のイ
ンパクトが具体的に地域に生活する人達によって意識され始めた時，その
地域に導入又は地域に於て育てようとする産業に対して住民からの選択と
いう条件が対峠されてくるQ これは住民の満足最大を図る為により望まし
い産業の組合わせを地域として持ちたし、と L、う具体的要求が顕在化して来
たということであり，どうしても今後行政がより密接に関与して行かざる
を得ない必然性を持つ口
と同時に，昭和44年以来のエネルギーショックに端を発する経済不況の
中で多くの地方自治体が体験しているが，歳入欠陥の問題である O 地方自
治体の歳入に問題が出てくれば，当然地域に対する行政のサーピアは低下
せざるを得ない。しかし住民はー且上がったサーピスの水準を低下させる
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ことに対しては強い抵抗を示す己更に加えて選挙とL、う地域リーダーの選
択を通じて影響をもつことからも，結果として赤字が累積して行くという
悪循環をくりかえす。この悪循環を断ち切る為には，与えられた歳入の配
分構造にのみウエイトを置いた行政のあり方から，長期的に安定した歳入
を，長期的に安定した地域の経済を如何に確立して行くかにウエイトを置
く行政のあり方への基本的な転換が必要となってくる O
以上のような必然、性から，今後，広島県はそれ独自の産業政策立案及び
遂行の為のシステムをつくりあげて行く作業に早急に取り組む必要があろ
うO
2 望ましい地域の産業構造の有り方
2-1 ライフサイクルの芳え方の導入 地域の望ましい産業構造のあ
り方を考え時，一般に広く言われているように“知識集約型"産業へ移行
するというような一方向的な見方では把えきれない，実に多くの要因があ
るということは，多くの報告書で述べられている O むしろ“知識集約型"
は目指すものではなく，長期的に安定した産業を育成し持続させる様々な
努力を続ける結果，その中にあるもの，ある部分が知識集約化されている
ような状態になるといった方が妥当ではなし、かc 何故なら，長期的に安定
した産業の素材として，物を見る時，知識集約化の方向以外の多様な方向
性についての可能性を常に偏りなく探して行かなければニーズの分析で検
討した将来ニーズの変化には対応しきれないように思えるからである O 新
しく予測されているニーズの中にはシンブc/レな人間臭いプロセスの中から
生まれて来た， よりシンフ。ルで、人の手の，肌のぬくもりのあるようなも
の，に対する指向が数多く存在するはずであるD
それでは，これからの産業の方向がこのように多様な指向性を持ちうる
とした時，具体的にはどのような姿が望ましいかを考えてみよう C この為
には，産業の地域ニーズを満足させるべき条件の中から，そこに求められ
る特性を大別することから始まるO
1. ライフサイクルの問題
2. 各地点ごとの産業構成の問題
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3. 各産業分野別の内容，特性の問題
の3つに分けられるニこの中で，従来の産業構造論(工 2，の領域に含まれ
るC しかし，今回の検討で、明らかになったのは‘ 1 ，のライブサイクノL視
点からの考え方と. 3，の産業分野別の内科特性についての考え方の三つ
のm要性で、あった H;伎ならば，地域が長期的に安定した桁j有名器を位以
しようとする|咋，産業が長期(I~に安定した生産を続けーてくれることが前提
条件である、 LかL‘ Aつの業柁をとりあげて見た時，その業種ば永遠に
!瓦長を続けるというニとはあり得なL¥ 占つの商品分担fが成長して成熟期
に入り，頭打ちになってジグサごク運動を始めるのは矩かくて10年， 1ミくて
も20-30年であろう〕この息のi札、商品分肝はそれ自体に内部革新の余地
を多く持ったものに|浪られる心
図-7
このような事実にもとずけば，長い安定持続成長を続けて行く為には産
業のライブステージのすれ、もの，成熟期の花盛りにあるもの，そして哀退
期にあるものを包括し、巧みにパランスをとりながら，スムースな業種栴
慌の転換を1j-t亡-)て行くことが，長期安定成長の第」の必要な政策とな
るO
_ 'f~f本のライフ
~ サイク 1し
~ ~、一ーE
I ，.--~二~ラ〈二- /く』円一、、Dυ.r _______二::>=--、ど~\c
~-----"""二主ι---s一賊別、町市村刊:JIJ
ライフサイクル
図-8
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もしここで，短期的な視野で，そのu与一点での花形産業のみを育成したと
したらち作っているのぼ将来の地瞥沈下であろう。
令{本のライフ
サイクル
業種別、商品別
ライフサイク)L，
図-9
また，このライブ什イグノ1--¥土産業基盤投資を行なう時にも，その庫業の
ライフスパン全体に渡って初期の投入に対して， どのくらいの産出，又
は，見返りのベネブィットが地域に対して見込主れるかを見積もり，評frti
寸る上でも絶対に必要な概念である
ここに， 1. のライブサイクノしの考え)jが広本 l刊に長要となる。 l J!jIJ~ に
当該産業のライフが延長されるかどうかは，その産業種別が，次々に変化
L ていくニ一六に対任、して充分に柔軟に内部変不を)~(ヂて行きうるかどう
かに大きく影響されるじこの内部変革を充分達成するだけのポテンシャノL
を持った産業を配置して行くことがライフスパンの長い個々の産業種目を
確保十ることにつながり，ここに， 3.の内管，特性の持つーつの意味があ
るつとIwJIl与に，この内科，特性はその他の産業の満足させるべき条件であ
るヘ二ース充足"'1:(個人生日ニース， ?L:二ー ス)，多様作品.fIt[の充足，
J イナス内 fンハクトの制御効果，文化形成効果 S:に街接に係わ-)てく
るO すで、に述べたように，このようなニーズに適応し，これを十分に充足
させて行くような“需要適応力"のある業種が結局，高い競争力を持ち，
そのライフも長いとすれば， この内容，特性いかんが， また密接に1.の
産業のライブサイクルに関連すると L、う連鎖を持っているということにな
る一
このように1. :).のホ fントを卜分満足させおようにJ1(!{、をぞのJ辛子二
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分野に求めて行くかということになると，新しい産業を短時間でつくりあ
げることが不可能である以上，従来からの産業をいくつかの視点から綿密
に評価したうえで育成するなりの手段をとる必要があろう O そしてこのよ
うな努力の積み上げの結果，初めて各種の産業別の特定時点ごとの構成が
結果として形成されることになる O これが一般に言われている産業構造で
あろう O
2-2 地域のポテンシャルを生かした産業の育成 広島の産業の歴史
的な分析の中で明らかにしたように，現在の自動車，造船，一般機械，金
属，鉄鋼，等々の重工業は明治2年呉鎮守府造船部軍工場竣工を起点に，
明治36年呉海軍工廠が本格的軍事工場として稼動し始めてから，軍事産業
の派生効果として形成されて行った。これに対して，酒造，ヤスリ，針，ゲ
タ，木工製品，筆，等々の上記重工業とは直接関係を持たない産業群は江
戸時代又はそれ以前より土台が築かれて来ているO これを対比させてみる
に，前者は国による，人，技術ノウハウ，設備資本の集中的な投入により，
元来そこになかった産業を創り上げて行った。すなわち後天的なポテンシ
ャルに依存する産業群であるのに対して，後者は水，土地，農作物，砂鉄，
林産物，海産物，生活風土，等々広島の自然、資源，風土環境を土台にそこ
から育って行った，すなわち先天的なポテンシャノレに依存する産業群で、あ
ると言え。このうち，後天的ポテンシャノレに依存する産業群に関しては，
これまでの国策による重点的な育成の結果，規模も大きく土台のしっかり
した産業として出来上がっており，これらの産業の内部から次のニーズに
適応して自己変革を遂げて行くポテンシャルを十分に備えている O これに
対して先天的なポテンシャノしに依存する産業群，これらは概して地場産業
と呼ばれる中に入るものが多い。
今後の産業政策の方向を考えてみるに，結局1.この先天的ポテンシ
ャルを生かすか 2.既に形成されている後天的ポテンシャルに依存する
か，または 3.全く新しい後天的ポテンシャルを植えつけ，育てて行くか
の三つの選択になる O
そして，この三つの選択のうち資本投資を含めての所要投入の大きさ，
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困難さの度合は 3.が最も大きく閃難性を有 L.次いで 2.そして1.が
最も根付きやすく育ちやすいと言えるのではないだろうか。また，この先
天的ポテンシャノレ，及びそれに依存した産業を育てあげて行く中から生ま
れ，成長して行く産業の中にもライフスパンの長い安定した産業を期待す
ることは十分に可能であると思われる。
2-3 望ましい広島の産業構造の姿 望ましい， という評価の基準
は，その評価を誰れがするかによって決まってくる。国政の担当者か，地
方自治体のリーダーか，そこに生活している地域住民か，企業のリーダー
かその立場によって各々異なるであろうし，また各々の立場にいる人々の
中でも多くの意見があるはずである口従って，全ての場面にわたってのコ
ンセンサスの得られる産業構造の姿は実現困難なものである O 従って，地
域の産業構造検討の枠組で示したように，現在の産業構造の問題点を改善
する方向での具体案を出し，それを実施しながら結果を見て修正してい
く，そのくり返しによって出来上って行く姿を想定するに留まる O このよ
うな前提を置きながら一応の姿を描いてみると，まず，後天的ポテンシャ
ル依存型の重工業群が次のニーズに適忘出来るように自己変革を行ない，
既存の商品分野に於ける競争力を高め，次のニーズの分野に新らしい商品
をもって展開を図り，その積み重ねによって安定した成長を継続して行
くO この点では，鉄鋼は基幹産業としてある程度安定した成長は続けて行
くであろうし，自動車も又然り，造船，一般機械に関しては，他分野，新
しいニーズへ転換可能な柔軟性を有しており，期待が持てる O しかし，こ
れらの産業が手持ちのタネを材料にして周辺拡大を図っていっても，やは
りそれは現在の商品の関連分野であり， ニーズ全体の拡がりから見た場
合，やはり特定分野に限定されている O 産業分類で見れば現在と全く変わ
らない分布となるであろう。これでは一国の経済変動等に対しての地域経
済変動特性は，それ程改善されるとも思えないし，地域ニーズの充足から
言っても限られた機能となるD そこでこれらの重工業群に対して，先天的
ポテンシャノレ依存型の産業群が育ち，衣服，食品，住宅の衣食住の 3つの
基礎的ニーズの分野に有力なシェアを持ち，さらに第 1次産業の充実強化
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によって広島の精神風土の基礎が強化されている O そして，これに加えて
従来，広島になかった後天的なポテンシャルを根づ、かせる為の各種の革新
的挑戦的な試みがなされている O そして，これら 3つの産業群が相互に綿
密なサポート，コミュニケーションを行ないながら，それぞれの特質を十
分に生かした産業活動を展開し，また，次の産業の芽を懐胎しつつある
と，このような姿を想定して，その実現の方策を検討するかが次の作業と
なるD
つなぎとして一 本論は「地域における産業構造の研究調査」の共
同研究(日本開発銀行 渡辺孝，東洋工業 平岩重治〉の一部であり，そ
の序論に当る部分である o r研究の視点」でも述べているように，このリ
ポートは Needsの変化を追った産業のライフサイクル分析を中心に置い
た産業構造研究で、ある O そのために，従来，倫理的で客観性をもつことが
認められ難かった rNeedsJを導入したことで，理論的裏付けとしては多
少の無理が伴っていることはあらかじめ予測していた。この点については
福岡大学教授 伊東正則博士からも指摘されているO また，地域 Needs
のとらえ方，具体的には図 5，図6の曲線についても計量データー予測あ
るいは，誤差の範囲等々についても，本研究に残された課題は少なくな
い。この頁をかりて元通産省 原幸夫氏，広島相互銀行篠原康次郎氏，
広島県，金子清氏に深く感謝する O
参芳資料
・国勢調査 ・商工労働行政の概要，広島県
-工業統計表 ・産業構造の長期ビジョン， 50年度版
・広島県統計年熊 ・瀬戸内 r業地域研究、問大.昭4R
• I只市史 ・巾[1，1新聞
・経済成長と産業構造・ Ijl央大学経済研究所， 1百47，東洋経済
・経済成長と就業構造・中央大学経済研究所， il召48，東洋経済
